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【
う
ら
へ
続
く
】

　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
で
は
新
年
恒
例
の
「
新
春

座
談
会
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、言
い
た
い
こ
と
、

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
日
本
共
産
党
に

聞
き
た
い
こ
と
な
ど
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

特
別
企
画
「
新
春
座
談
会
」

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

　

日
本
共
産
党
の
小
池
書

記
局
長
は
11
月
30
日
の
参

院
予
算
委
員
会
で
、
大
企

業
の
内
部
留
保
と
賃
上
げ

に
つ
い
て
政
府
を
追
及
し

ま
し
た
。

　

内
部
留
保
の
中
心

で
あ
る
利
益
剰
余
金
は

安
倍
政
権
の
発
足
後
の

２
０
１
２
年
度
か
ら
４

年
で
、
１
７
７
・
７
兆
円

か
ら
２
４
５
・
３
兆
円
へ

い
」
と
告
発
し
ま
し
た
。

　

上
場
企
業
ト
ッ
プ

１
０
０
社
で
見
る
と
、
法

大
企
業
の
内
部
留
保
急
増

労
働
者
１
人
あ
た
り
２
９
１
０
万
円

　

一
部
回
せ
ば
大
幅
賃
上
げ
で
き
る

　

新
幹
線
の
重
大
イ
ン
シ

デ
ン
ト
。「
車
台
の
亀
裂

を
テ
レ
ビ
で
見
た
が
想
像

以
上
に
ひ
ど
か
っ
た
」「
脱

線
な
ど
大
惨
事
に
な
っ
て

い
た
と
こ
ろ
だ
」「
現
場

が
異
常
を
報
告
し
た
の
に

運
転
指
令
が
問
題
な
し
と

し
た
と
い
う
」「
JR
西
日

　

こ
れ
ま
で
東
大
は
、
有

期
雇
用
の
無
期
転
換
を
回

避
す
る
た
め
、
パ
ー
ト
職

員
を
５
年
ご
と
に
雇
い
止

め
し
、６
カ
月
の
空
白（
ク

ー
リ
ン
グ
）
期
間
を
設

け
て
雇
用
継
続
を
リ
セ
ッ

ト
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。

　

東
大
教
職
員
組
合
と
首

都
圏
大
学
非
常
勤
講
師
組

合
は
、
希
望
者
全
員
の
無

期
転
換
を
要
求
。
空
白
期

間
に
つ
い
て
は
９
月
21
日

の
団
体
交
渉
で
先
行
し
て

廃
止
さ
せ
ま
し
た
。

東
大
「
５
年
契
約
上
限
」
削
除

無
期
雇
用
実
現
へ
、
組
合
の
要
求
実
る

　
　
　

８
０
０
０
人
に
〝
朗
報
〞

　

さ
ら
に
今
回
、
大
学
は

非
常
勤
職
員
の
契
約
を
５

年
上
限
と
し
て
雇
い
止
め

に
す
る
規
定
を
削
除
す
る

方
針
案
を
出
し
ま
し
た
。

　

東
大
の
非
常
勤
職
員
は

パ
ー
ト
勤
務
５
３
０
０
人
、

フ
ル
タ
イ
ム
２
７
０
０
人

の
計
８
０
０
０
人
で
、
無

期
限
雇
用
の
実
現
に
道
が

開
か
れ
ま
し
た
。

人
税
減
税
が
加
わ
っ
て

当
期
純
利
益
は
４
年
間
で

11
・
１
兆
円
増
加
し
た
も

の
の
、
そ
の
半
分
は
内
部

留
保
の
積
み
増
し
に
ま
わ

り
、
残
り
の
半
分
も
配
当

金
や
自
社
株
消
却
で
株
主

に
還
元
さ
れ
て
、
従
業
員

の
給
与
に
回
っ
た
の
は
わ

ず
か
３
千
億
円
、
３
％
程

度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
（
図
）。

小
池
氏
が
「
こ
の
間
の
法

人
減
税
が
賃
上
げ
に
結
び

付
か
な
か
っ
た
こ
と
を
認

め
る
か
」
と
た
だ
す
と
、

麻
生
財
務
相
も
「
増
え
た

利
益
が
内
部
留
保
に
偏
り

す
ぎ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
し
か
る
べ
き
方
向
性

本
は
安
全
よ
り
定
時
運
行

を
優
先
し
た
」「
福
知
山

脱
線
事
故
の
教
訓
を
忘
れ

た
の
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

入
札
不
正
問
題
。「
東
京

地
検
が
独
禁
法
違
反
容
疑

急
増
。
麻
生
財

務
相
は
「
従
業

員
１
人
当
た
り

で
利
益
剰
余
金
は

２
１
１
０
万
円
か

ら
２
９
１
０
万
円

へ
と
８
０
０
万
円

の
増
加
」と
答
弁
。

小
池
氏
は
「
１

年
で
２
０
０
万
円

だ
か
ら
、
そ
の
一

部
を
回
せ
ば
大
幅

賃
上
げ
で
き
る
の

に
、
回
し
て
い
な

を
示
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
答
え
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

一
年
間
の
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
よ
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
。

　

来
年
は
１
月
９
日
か

ら
発
行
予
定
で
す
。

で
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
４
社
を

家
宅
捜
査
し
た
」「
大
談

合
事
件
だ
」「
政
府
が
工

事
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な
い

の
は
お
か
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
都
は
豊
洲
市
場

の
開
場
日
を
来
年
10
月
11

日
に
決
定
。「『
食
の
安
全

が
守
れ
な
い
』
と
市
場
業

者
が
怒
り
の
声
を
あ
げ
て

い
た
」「
無
害
化
は
保
障

さ
れ
て
い
な
い
」「
小
池

都
知
事
の
公
約
違
反
だ
」

「『
築
地
を
守
る
』
を
ホ
ゴ

に
す
る
の
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
軍
ヘ
リ
の
窓
落
下
事

故
。「
米
軍
は
人
為
的
ミ

ス
と
し
て
飛
行
を
再
開
し

た
」「
小
学
校
へ
『
移
転

す
れ
ば
』
な
ど
の
中
傷
す

る
電
話
や
メ
ー
ル
が
殺
到

し
て
い
る
と
い
う
」「
普

天
間
基
地
は
米
軍
が
強
制

向
上
を
強
調
す
る
が
、
敵

国
の
標
的
に
な
る
の
は
明

ら
か
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
が
一
般

公
開
（
19
日
）。「
上
野
生

ま
れ
の
パ
ン
ダ
の
公
開
は

29
年
ぶ
り
だ
」「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
映
像

を
見
た
」「
木
登
り
な
ど

お
転
婆
ぶ
り
を
発
揮
し
て

い
る
」「
カ
メ
ラ
の
死
角

に
入
っ
て
見
え
な
い
の
は

残
念
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
で
山
口
茜
選

手
が
優
勝
（
17
日
、
SS
フ

ァ
イ
ナ
ル
）。「
イ
ン
ド
の

選
手
を
逆
転
で
破
っ
た
」

「
ダ
ブ
ル
ス
で
は
米
本
、

田
中
組
が
福
島
、
広
田
組

を
破
り
優
勝
し
た
」「
日

本
選
手
同
士
の
決
勝
は
初

め
て
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
今
月
の
東
京
は
雨
が

ほ
と
ん
ど
降
っ
て
い
な

い
」「
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
」

　

普
天
間
基
地
の
Ｍ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
沖
縄

県
名
護
市
安
部
の
浅
瀬
に

墜
落
し
て
か
ら
１
年
に
な

り
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て

墜
落
な
ど
重
大
事
故
が
拡

大
、
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
で
緊
急
着
陸
が
頻
発

し
ま
し
た
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
の
最
も
重

大
な
「
ク
ラ
ス
Ａ
」
の
事

故
率
は
、
９
月
30
日
時
点

で
３
・
27
と
、
12
年
の
普

天
間
基
地
へ
の
配
備
前
か

オ
ス
プ
レ
イ

は
ね
上
が
る
事
故
率

人
命
無
視  
飛
行
や
め
さ
せ
よ
う

証
と
も
い
え
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
事
故
の
た

び
に
米
軍
の
「
安
全
」
宣

言
を
も
と
に
飛
行
再
開
を

容
認
し
て
い
ま
す
。
国
民

の
命
よ
り
も
米
軍
を
優
先

す
る
安
倍
政
治
を
や
め
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

ら
約
１
・
７
倍
に
跳
ね
上

が
り
ま
し
た
（
図
）。
一

般
に
航
空
機
の
事
故
率
は

改
良
を
重
ね
て
次
第
に
下

が
り
ま
す
。
老
朽
化
も
し

て
い
な
い
の
に
、
事
故
率

が
増
加
し
て
い
る
の
は
極

め
て
異
常
で
、
欠
陥
機
の

地球とりまく水素大気
　　　　宇宙望遠鏡が撮影
　　　立教大など観測チーム
米Geophysical Research Letters 2017.12.8

　

立
教
大
学
な
ど
の
観

測
チ
ー
ム
は
２
０
１
５
年

１
月
、
超
小
型
深
宇
宙
探

査
機
「
プ
ロ
キ
オ
ン
」
に

搭
載
し
た
宇
宙
望
遠
鏡

で
、
水
素
原
子
が
紫
外

線
で
発
光
す
る
現
象
「
地

球
水
素
コ
ロ
ナ
」
を
地
球

の
１
５
０
０
万
km
遠
方
の

宇
宙
空
間
か
ら
撮
影
に
成

功
。
水
素
大
気
が
地
球
半

径
の
約
40
倍
に
相
当
す
る

24
万
km
以
上
の
遠
方
ま
で

広
が
っ
て
い
る
様
子
を
初

め
て
捉
え
ま
し
た
。

　

ま
た
地
球
水
素
コ
ロ
ナ

内
部
か
ら
の
人
工
衛
星
に

よ
る
過
去
の
観
測
で
、
磁

気
圏
活
動
の
影
響
に
よ
っ

て
水
素
大
気
は
ひ
し
や
げ

た
姿
に
な
る
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
地

球
水
素
コ
ロ
ナ
の
外
側
か

ら
観
測
し
た
結
果
、
水
素

大
気
の
姿
は
過
去
の
観
測

と
大
き
く
異
な
り
、
磁
気

圏
活
動
の
影
響
を
受
け
に

く
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
放
送
倫
理
・

番
組
向
上
機
構
）
の
放

送
倫
理
検
証
委
員
会
は
14

日
、
沖
縄
の
米
軍
基
地

建
設
に
反
対
す
る
住
民

を
「
過
激
派
」
な
ど
と
ゆ

が
め
て
報
じ
た
東
京
Ｍ
Ｘ

「
ニ
ュ
ー
ス
女
子
」（
１
月

２
日
放
送
）
に
対
し
、「
重

大
な
放
送
倫
理
違
反
が
あ

っ
た
」
と
し
た
意
見
書
を

公
表
し
ま
し
た
。

　

検
証
委
員
会
は
委
員
を

沖
縄
に
派
遣
し
検
証
。
取

材
の
欠
如
や
、「
反
対
派

の
連
中
」
な
ど
と
い
っ
た

侮
蔑
的
表
現
に
つ
い
て
適

東京MX　沖縄の運動ゆがめて報道

  重大な放送倫理違反
BPO放送倫理検証委員会が意見書

正
な
考
査
を
行
う
こ
と
な

く
放
送
し
、
重
大
な
放
送

倫
理
違
反
が
あ
っ
た
と
し

ま
し
た
。

　

責
任
を
問
わ
れ
た
東
京

Ｍ
Ｘ
は
い
ま
だ
訂
正
・
謝

罪
し
て
い
ま
せ
ん
。
沖
縄

で
は
基
地
問
題
を
め
ぐ
る

デ
マ
や
ウ
ソ
情
報
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
今
回
の
Ｂ

Ｐ
Ｏ
意
見
は
、
デ
マ
や
ヘ

イ
ト
発
言
へ
の
痛
烈
な
批

判
で
す
。

的
に
接
収
し
て
建
設
し
た

も
の
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

陸
上
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ

ョ
ア
２
基
導
入
を
閣
議
決

定
。「
一
基
１
０
０
０
億

円
と
は
驚
い
た
」「
政
府

は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
の


